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中国トップのＮＥＶメーカーＢＹＤの
乗用ＢＥＶ日本進出のインパクトは 1

1970年日刊自動車新聞社入社、
編集局記者として自動車全分野
を網羅して担当。2000年出版
局長として「Mobi21」誌を創刊。
取締役、常務、専務主筆・編集
局長、代表取締役社長を歴任。
2014年独立し、佃モビリティ総
研を開設。自動車関連著書に「ト
ヨタの野望、日産の決断」（ダイ
ヤモンド社）など。執筆活動に
加え、講演活動も。

も
公
共
交
通
関
連
に
強
く
、
商
用
車
の
累
積

販
売
台
数
８
・５
万
台
に
対
し
Ｅ
Ｖ
バ
ス
が

７
万
台
、
Ｅ
Ｖ
貨
物
車
と
特
殊
車
両
は
１
・

５
万
台
を
超
え
る
。
日
本
で
も
２
０
１
５
年

に
Ｅ
Ｖ
バ
ス
を
初
納
入
、
21
年
に
は
日
本
市

場
向
け
の
量
産
大
型
Ｅ
Ｖ
バ
ス
販
売
の
実

績
を
示
す
。

　

日
本
の
乗
用
市
場
参
入
で
同
社
は
「
日
本

は
自
動
車
大
国
で
重
要
市
場
だ
。
高
い
安
全

性
と
航
続
性
能
を
持
つ
多
様
な
Ｅ
Ｖ
を
手
に

届
き
易
い
価
格
で
ご
提
供
し
、
お
客
様
の
選

択
肢
に
加
え
て
頂
く
た
め
参
入
を
決
め
た
」

と
劉
学
亮
Ｂ
Ｙ
Ｄ
ジ
ャ
パ
ン
社
長
は
言
う
。

　

既
に
Ｂ
Ｙ
Ｄ
は
日
本
で
、
バ
ス
や
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
の
電
動
化
で
実
績
を
残
し
、
Ｅ
Ｖ

バ
ス
で
は
約
７
割
の
シ
ェ
ア
も
確
保
し
た
。

だ
が
日
本
の
乗
用
車
市
場
は
激
戦
区
で
、
か

つ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
（
Ｈ
Ｖ
）
が
主
流
だ
。

欧
州
や
中
国
と
は
異
な
り
、
日
本
で
は
Ｅ
Ｖ

シ
フ
ト
へ
の
移
行
が
進
ん
で
い
な
い
。
昨
年

の
乗
用
車
市
場
で
も
Ｂ
Ｅ
Ｖ
の
販
売
比
率
は

１
％
未
満
に
留
ま
っ
て
い
る
の
が
実
態
だ
。

　

一
方
で
日
本
政
府
は
２
０
３
５
年
迄
に
国

内
の
新
車
販
売
で
電
動
車
１
０
０
％
の
実
現

を
目
指
す
。
そ
こ
で
Ｂ
Ｙ
Ｄ
は
事
前
調
査
で

洗
い
出
し
た
「
車
両
価
格
の
高
さ
」「
充
電

設
備
の
不
足
」「
航
続
距
離
の
不
安
」「
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
の
少
な
さ
」
等
の
購
入
障
壁
の
解

　

中
国
で
９
年
連
続
Ｎ
Ｅ
Ｖ
（
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
車
）
販
売
首
位
の
Ｂ
Ｙ
Ｄ
が
日
本
の
乗
用

車
市
場
へ
参
入
し
た
。

　

Ｂ
Ｙ
Ｄ
ジ
ャ
パ
ン
は
、
２
０
２
３
年
１
月

か
ら
Ｂ
Ｅ
Ｖ
３
車
種
を
順
次
発
売
。
日
本
国

内
の
乗
用
車
販
売
と
関
連
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
１
０
０
％
子
会
社
の
Ｂ
Ｙ
Ｄ
オ
ー
ト
ジ

ャ
パ
ン
を
設
立
し
、
２
０
２
５
年
を
目
処
に

全
国
１
０
０
店
舗
の
販
社
展
開
を
目
指
す
。

　

中
国
・
Ｂ
Ｙ
Ｄ
は
、
１
９
９
５
年
に
バ
ッ

テ
リ
ー
メ
ー
カ
ー
と
し
て
創
業
し
業
容
を
拡

大
。
２
０
０
３
年
に
は
中
国
国
営
自
動
車
メ

ー
カ
ー
を
買
収
し
て
完
成
車
事
業
に
参
入
。

バ
ッ
テ
リ
ー
製
造
を
起
源
と
す
る
歴
史
か
ら
、

Ｎ
Ｅ
Ｖ
用
バ
ッ
テ
リ
ー
の
高
い
自
給
率
で
他

社
と
の
差
別
化
を
図
っ
て
き
た
。
２
０
０
８

年
に
世
界
初
の
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
を
発
表
す
る
な
ど

中
国
ト
ッ
プ
の
Ｅ
Ｖ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
世
界

70
超
の
国
と
地
域
、
４
０
０
超
の
都
市
で
Ｂ

Ｙ
Ｄ
製
の
Ｎ
Ｅ
Ｖ
を
展
開
し
て
い
る
。

Ｅ
Ｖ
バ
ス
に
続
き
、Ｅ
Ｖ
乗
用
車
の

日
本
進
出
で
Ｂ
Ｙ
Ｄ
ブ
ラ
ン
ド
の
侵
攻
な
る
か　

　

同
社
は
一
般
道
の
７
つ
の
車
（
乗
用
・
タ

ク
シ
ー
・
路
線
＆
観
光
バ
ス
・
物
流
・
建

設
・
ゴ
ミ
収
集
）
と
、
特
殊
環
境
の
４
つ
の

車
（
空
港
・
港
・
倉
庫
・
鉱
山
）
の
「
７
＋

４
」
の
事
業
戦
略
で
電
動
化
を
推
進
。
中
で

消
を
Ｅ
Ｖ
浸
透
戦
略
に
据
え
る
。
こ
の
た
め

投
入
車
種
は
ミ
ッ
ド
サ
イ
ズ
ｅ-

Ｓ
Ｕ
Ｖ「
Ａ

Ｔ
Ｔ
Ｏ
３
」
を
皮
切
り
に
、
多
様
な
生
活
ス

タ
イ
ル
に
マ
ッ
チ
す
る
ｅ-

コ
ン
パ
ク
ト「
Ｄ

Ｏ
Ｌ
Ｐ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
」、
最
新
技
術
を
結
集
し
た

ハ
イ
エ
ン
ド
ｅ-

セ
ダ
ン
「
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
」
を

２
０
２
３
年
中
に
順
次
投
入
す
る
。

日
本
の
ユ
ー
ザ
ー
が
飛
び
つ
く
価
格
設
定
で

Ｅ
Ｖ
差
別
化
戦
略
を
敷
く

　

　

Ｂ
Ｙ
Ｄ
は
、
車
載
電
池
メ
ー
カ
ー
と
し
て

世
界
最
大
手
で
Ｅ
Ｖ
製
造
コ
ス
ト
の
大
半
を

占
め
る
電
池
は
手
の
内
に
あ
る
。
後
は
手
に

届
き
易
い
価
格
と
車
両
の
魅
力
が
鍵
だ
。
来

年
１
月
の
発
売
に
向
け
、
11
月
頃
に
公
表
さ

れ
る
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
３
の
価
格
が
注
目
さ
れ
る
。

　

今
年
の
日
本
は
「
Ｅ
Ｖ
元
年
」
で
、
ト
ヨ
タ

と
ス
バ
ル
は
Ｓ
Ｕ
Ｖ
の
共
同
開
発
で
「
ｂ
Ｚ
４

Ｘ
」
と
「
ソ
ル
テ
ラ
」
を
誕
生
さ
せ
、
日
産
と

三
菱
自
は
軽
自
動
車
Ｅ
Ｖ
の
共
同
開
発
で
「
サ

ク
ラ
」
と
「
ｅ
ｋ
ク
ロ
ス
Ｅ
Ｖ
」
を
投
入
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
２
つ
の
共
同
開
発
車
は
そ

の
後
、
明
暗
が
分
か
れ
た
。
ト
ヨ
タ
と
ス
バ

ル
は
脱
輪
の
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
リ
コ
ー
ル

を
届
け
出
て
出
足
を
削
が
れ
た
。
一
方
、
日

産
サ
ク
ラ
は
、
出
足
の
受
注
で
１
万
１
千
台

を
超
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
三
菱
自
も
堅
調

な
受
注
状
況
を
示
し
て
い
る
。

テ
ス
ラ
・
ヒ
ョ
ン
デ
・
Ｂ
Ｙ
Ｄ
の

日
本
戦
略
と
軽
Ｅ
Ｖ
の
動
向
に
注
目

　

　

輸
入
Ｅ
Ｖ
で
は
ド
イ
ツ
勢
を
中
核
に
欧
州

車
も
順
次
、
日
本
投
入
を
進
め
る
が
、
世
界

で
も
注
目
度
の
高
い
テ
ス
ラ
は
、
広
告
展
開

無
し
の
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
で
ジ
ワ
ジ
ワ
と
ブ

ラ
ン
ド
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。
韓
国
・
ヒ
ョ

ン
デ
（
現
代
自
）
は
、
過
去
の
再
三
の
日
本

進
出
の
失
敗
を
テ
コ
に
Ｂ
Ｅ
Ｖ
と
Ｆ
Ｃ
Ｖ
で

参
入
し
て
き
た
。
同
社
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ブ

ラ
ン
ド
浸
透
を
図
る
。
こ
れ
に
対
し
、
Ｂ
Ｙ

Ｄ
は
店
舗
と
サ
ー
ビ
ス
を
重
視
し
「
観
て
、

触
れ
て
、
乗
っ
て
、
体
感
で
き
る
店
舗
の
充

実
」
を
掲
げ
る
。
25
年
迄
の
全
国
１
０
０
店

舗
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
展
開
に
ど
こ
が
手
を
挙
げ

る
か
。
ま
た
国
内
Ｅ
Ｖ
シ
フ
ト
の
本
格
化
に

は
市
場
の
４
割
を
占
め
る
軽
自
動
車
の
Ｅ
Ｖ

化
に
掛
か
っ
て
お
り
、
国
産
・
輸
入
ブ
ラ
ン

ド
入
り
乱
れ
て
の
コ
ン
パ
ク
ト
サ
イ
ズ
の
Ｅ

Ｖ
価
格
の
戦
略
動
向
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

M
O
B
I
L
I
T
Y  
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I
G
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デ
ィ
ー
・
エ
ヌ
・
エ
ー
︵
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
︶
と

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
個
人

間
カ
ー
シ
ェ
ア
事
業
の
合
弁
会
社
「D

e
N

A
 

S
O

M
P

O
 M

o
b

ility

」
が
事
業
を
伸
ば
す

と
共
に
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
な
ど
と
連
携

し
た
カ
ー
シ
ェ
ア
の
新
領
域
へ
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
る
。

　
同
社
は
２
０
１
９
年
３
月
に
設
立
。
元
々

Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
が
手
掛
け
て
い
た
個
人
間
カ
ー

シ
ェ
ア
事
業
の
「
Ａ
ｎ
ｙ
ｃ
ａ
︵
エ
ニ
カ
︶」

を
引
き
継
い
で
ス
タ
ー
ト
。
こ
れ
に
個
人
間

カ
ー
シ
ェ
ア
専
用
の
保
険
を
付
帯
し
事
業
を

よ
り
安
心
・
安
全
な
も
の
へ
と
発
展
さ
せ
た
。

　
並
行
し
て
「D

eN
A

 S
O

M
P

O
 C

arlife

」

い
ま
し
た
。

　

当
時
は
、「
怪
盗
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
」
と
い
う

一
番
人
気
だ
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
下
敷
き
に
、

新
た
な
モ
チ
ー
フ
と
し
た
「
戦
国
ロ
ワ
イ
ヤ

ル
」
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
手
掛
け
ま
し
た
。
ま

だ
ガ
ラ
ケ
ー
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
五
分
五

分
位
の
時
代
で
す
。

　

そ
の
頃
は
、
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
生
み

出
す
た
め
に
学
生
時
代
に
比
べ
て
も
桁
違
い

に
思
索
を
重
ね
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
に
取
り

組
ん
で
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
当
時
、
ク
ル
マ
や
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
。

馬
場

丁
度
、
入
社
し
て
２
年
目
を
迎
え

た
頃
、
自
分
の
ク
ル
マ
を
購
入
し
ま
し
た
。

た
だ
、
当
時
は
忙
し
く
て
買
っ
た
も
の
の
、

中
々
乗
れ
な
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

車
種
は
ジ
ー
プ
の
チ
ェ
ロ
キ
ー
で
、
カ
ク

カ
ク
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
２
０
０
０
年
初
期

の
モ
デ
ル
で
す
。

　

そ
の
時
期
は
、
日
本
で
も
民
泊
の
エ
ア

ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
な
ど
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
エ

コ
ノ
ミ
ー
の
流
れ
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

先
の
通
り
、
会
社
で
は
次
世
代
事
業
の
柱
に

オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
の

で
、
ク
ル
マ
と
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
エ
コ
ノ

ミ
ー
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
れ
ば
、
新
し
い
展

開
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
同
期
の
二
人

で
提
案
し
、
事
業
化
が
認
め
ら
れ
た
の
が

２
０
１
４
年
頃
で
す
。

切
り
と
な
り
ま
す
。

　

当
時
の
時
流
を
踏
ま
え
る
と
、
タ
ク
シ
ー

の
配
車
ア
プ
リ
も
そ
の
一
つ
で
す
。
既
に
海

外
で
は
ウ
ー
バ
ー
や
Ｄ
ｉ
Ｄ
ｉ
な
ど
が
成
長

し
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
に
於
い
て
は
ま
ず

は
タ
ク
シ
ー
配
車
が
大
き
く
な
る
だ
ろ
う
と
。

更
に
こ
れ
に
自
動
運
転
が
加
わ
る
と
、
ど
の

よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
の
か
等
の
議
論
を
交

わ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
一
方
で
、
エ
ニ
カ
の
よ
う
に
個
人
の

ク
ル
マ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
事
業
を
育
て

て
行
く
方
向
性
も
あ
る
と
し
た
議
論
も
あ
り

ま
し
た
。

活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
訳
で
す
ね
。

馬
場
そ
の
頃
は
、
モ
バ
ゲ
ー
を
筆
頭
に
ソ
ー

シ
ャ
ル
ゲ
ー
ム
が
流
行
っ
て
お
り
、
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ

で
も
幾
つ
か
の
ヒ
ッ
ト
商
品
を
抱
え
、
同
事

業
で
は
高
い
収
益
性
を
確
保
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ゲ
ー
ム
事
業
は
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ

の
高
い
事
業
な
の
で
、
ヒ
ッ
ト
を
続
け
る
の
は

難
し
い
。
そ
う
し
た
中
で
、
次
世
代
事
業
の

柱
を
育
て
よ
う
と
オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
や
ヘ

ル
ス
ケ
ア
領
域
、ス
ポ
ー
ツ
分
野
な
ど
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
行
く
流
れ
が
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
馬
場
さ
ん
は
、
当
時
Ｄ

ｅ
Ｎ
Ａ
に
於
い
て
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
に
取

り
組
ま
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

馬
場
新
卒
で
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
に
入
り
、
最
初
の

配
属
先
は
ゲ
ー
ム
部
門
で
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

と
し
て
３
年
間
ゲ
ー
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
し
て

も
設
立
、
同
社
の
マ
イ
カ
ー
リ
ー
ス
を
エ
ニ

カ
の
事
業
に
活
か
す
。

　
更
に
自
動
車
産
業
が
１
０
０
年
に
一
度
の

大
転
換
期
を
迎
え
る
中
、
電
動
化
・
自
動
運

転
・
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
の
新
潮
流
を
取
り
込

み
、
法
人
所
有
車
を
カ
ー
シ
ェ
ア
と
し
て
活

用
す
る
事
業
も
展
開
し
て
い
る
。

　
そ
こ
でD

eN
A

 S
O

M
P

O
 M

o
b

ility

代
表

取
締
役
社
長
、D

e
N

A
 S

O
M

P
O

 C
a

rlife

代
表
取
締
役
副
社
長
を
兼
務
す
る
馬
場
光
氏

に
、
個
人
間
カ
ー
シ
ェ
ア
の
普
及
拡
大
の
可

能
性
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
拡
が
り
に
つ

い
て
聞
い
た
。

︵
佃
モ
ビ
リ
テ
ィ
総
研
・
松
下
次
男
︶

個
人
間
カ
ー
シ
ェ
ア

エ
ニ
カ
の
は
じ
ま
り

エ
ニ
カ
︵
Ａ
ｎ
ｙ
ｃ
ａ
︶
は
ど
の
よ
う

な
経
緯
で
始
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

馬
場
２
０
１
５
年
頃
、
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
の
オ
ー

ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
事
業
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
の

自
動
車
産
業
が
〝
所
有
か
ら
利
用
へ
〟
と
向

か
う
流
れ
と
、〝
自
動
運
転
〟
を
目
指
す
流

れ
が
あ
る
と
し
た
議
論
を
始
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
二
つ
が
ク
ロ
ス
し
た
時
に

当
社
が
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
え
ば
、

未
来
の
キ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
な
れ
る
だ
ろ
う

か
と
言
う
観
点
か
ら
、
様
々
な
事
業
の
姿
を

考
え
て
行
く
思
索
を
重
ね
て
行
っ
た
の
が
皮

馬場 光28L E AD E R S  VOI C E

09



新谷 正伸
三洋貿易 代表取締役社長

L E A D E R S V O I C E 29

全ては、誰ひとり
取り残さない社会
を実現するため

18



新
谷
社
長

ス
ト
ー
リ
ー
の
詳
細
を
辿
る
と

少
し
違
っ
て
い
ま
す
。

　

当
社
の
事
業
は
、
ま
ず
ゴ
ム
・
化
学
品
の

事
業
が
皮
切
り
と
な
っ
て
推
移
し
、
そ
れ
か

ら
機
械
分
野
な
ど
へ
業
容
を
拡
大
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
今
日
に
於
い
て
も
化
学
品
が
当
社

の
重
要
事
業
で
は
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
化
学
品
の
中
で
、
タ
ン
ニ
ン
、
い

わ
ゆ
る
〝
革
な
め
し
〟
が
あ
り
あ
ま
す
が
、

そ
れ
を
製
品
と
し
て
当
社
が
事
業
化
し
て

供
給
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら

先
は
、
産
業
資
材
事
業
部
で
事
業
開
発
室

を
担
当
す
る
平
澤
の
方
が
詳
し
い
の
で
本

人
が
紹
介
し
ま
す
。

自
動
車
事
業
進
展
の
切
っ
掛
け
は
、

国
内
の
高
級
車
市
場
拡
大
が
契
機
に

平
澤
先
ほ
ど
〝
ロ
ー
ム
・
ア
ン
ド
・
ハ
ー

ス
〟
と
い
う
ア
ク
リ
ル
系
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
の

世
界
最
大
手
の
会
社
が
話
に
出
て
き
ま
し
た
。

　

今
や
同
社
は
（
ダ
ウ
・
ケ
ミ
カ
ル
に
）
買

収
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
会
社

が
様
々
な
分
野
の
薬
剤
を
取
り
扱
っ
て
お

り
、
そ
の
一
つ
に
本
革
加
工
に
係
る
薬
剤

が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
そ
の
薬
剤
を
〝
Ｇ
Ｓ
Ｔ
（
ガ
ー

デ
ン
・
ス
テ
ー
ト
／
Ｇ
ａ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ　

Ｓ
ｔ

ａ
ｔ
ｅ　

Ｔ
ａ
ｎ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
）〟
と
い
う
会

社
に
納
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ガ
ー
デ
ン
・

素
材
輸
入
を
始
め
た
の
が
発
端
で
す
。
今

日
に
於
い
て
は
、
数
多
く
が
国
産
化
さ
れ

て
い
る
分
野
で
す
。

輸
入
し
た
合
成
ゴ
ム
は
、
タ
イ
ヤ
メ
ー

カ
ー
な
ど
に
供
給
し
て
い
た
の
で
し
ょ
か
。

新
谷
社
長

商
材
の
供
給
先
は
タ
イ
ヤ
メ
ー

カ
ー
を
筆
頭
と
す
る
日
本
資
本
の
ゴ
ム
メ
ー

カ
ー
で
す
。
顧
客
企
業
に
於
け
る
完
成
品
と

し
て
は
、
確
か
に
タ
イ
ヤ
が
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
ホ
ー
ス
や
Ｏ
リ
ン
グ

な
ど
、
供
給
先
は
多
岐
に
亘
っ
て
い
ま
し
た
。

ゴ
ム
事
業
の
ス
タ
ー
ト
が
、
現
在
の
主

力
で
あ
る
自
動
車
関
連
事
業
へ
と
繫
が
っ
て

行
く
の
で
し
ょ
う
か
。

て
、
ど
う
す
る
か
〟
と
い
う
事
に
な
り
、
改

め
て
自
ら
の
強
み
を
掘
り
起
こ
し
た
の
で
す

が
、
ま
だ
当
時
は
〝
唯
一
無
二
の
強
み
〟
を

手
に
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
彼
ら

が
頼
っ
た
の
は
、
米
国
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
地

域
の
「
顧
客
リ
ス
ト
」
で
し
た
。

　

後
々
聞
い
た
話
で
す
が
、
こ
れ
が
望
外
に

使
え
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
片
っ
端
か
ら

顧
客
へ
の
接
触
を
試
み
た
結
果
、
北
米
の
素

材
企
業
と
代
理
店
契
約
を
結
ぶ
事
が
出
来

た
の
で
す
。

そ
こ
か
ら
海
外
資
材
関
連
の
取
り
扱
い

が
始
ま
っ
た
と
言
う
事
で
す
ね
。

新
谷
社
長

例
え
ば
当
時
、
米
国
に
〝
ロ
ー

ム
・
ア
ン
ド
・
ハ
ー
ス
社
〟
と
い
う
企
業
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
化
学
品
や
農
薬
を
扱

う
大
手
の
化
学
品
メ
ー
カ
ー
で
す
。
同
社
と

は
、
い
ち
早
く
日
本
向
け
の
総
代
理
店
契
約

を
結
ぶ
事
が
出
来
、
１
９
５
０
年
代
前
半
か

ら
事
業
が
動
き
出
し
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
カ
ナ
ダ
政
府
の
国
策
に

添
っ
た
合
成
ゴ
ム
メ
ー
カ
ー
で
〝
ポ
リ
サ
ー

社
〟
と
い
う
企
業
が
あ
り
ま
し
た
。
我
々
は

幸
運
に
も
同
社
と
も
日
本
向
け
の
総
代
理
店

契
約
を
結
ぶ
事
が
出
来
た
。
そ
の
二
つ
の
商

権
獲
得
が
実
質
的
な
事
業
の
ス
タ
ー
ト
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　

１
９
５
０
年
か
ら
60
年
代
に
掛
け
て
は
、

ま
だ
日
本
国
内
に
主
立
っ
た
合
成
ゴ
ム

メ
ー
カ
ー
が
無
か
っ
た
。
そ
こ
で
製
品
や

　
自
動
車
内
装
材
が
主
力
の
三
洋
貿
易
が
、

新
事
業
へ
の
積
極
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
そ

れ
は
乗
員
の
健
康
状
態
を
検
知
す
る
バ
イ
タ

ル
分
野
で
、
同
社
は
未
来
を
視
野
に
こ
の
領

域
で
更
な
る
収
益
拡
大
を
目
指
す
と
い
う
。

　
そ
こ
に
は
常
に
社
会
課
題
の
〝
最
適
解
〟

を
求
め
続
け
て
来
た
三
洋
貿
易
独
自
の
取
り

組
み
が
あ
る
。で
は
、今
後
同
社
は「
１
０
０

年
に
一
度
の
大
変
革
期
」
に
差
し
掛
か
っ
て

い
る
自
動
車
産
業
の
潮
流
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
、
来
た
る
べ
き
未
来
を
視
野
に
ど
の
よ
う

な
経
営
の
舵
取
り
を
行
っ
て
行
く
の
か
。
今

回
は
そ
の
取
り
組
み
を
新
谷
正
伸
社
長
及
び
、

産
業
資
材
事
業
部
統
括
部
長
兼
事
業
開
発
室

長
を
担
う
平
澤
光
康
上
級
執
行
役
員
に
聞
い

た
。︵
佃
モ
ビ
リ
テ
ィ
総
研
・
松
下
次
男
︶

海
外
か
ら
の
製
品
調
達
を
皮
切
り
に
、

自
動
車
事
業
が
育
つ
環
境
作
り
へ

三
洋
貿
易
は
、
旧
三
井
物
産
の
有
志
が

設
立
し
た
商
社
と
い
う
事
で
す
が
。

新
谷
社
長

財
閥
解
体
が
な
さ
れ
た
時
、
三

井
物
産
・
神
戸
支
店
の
社
員
達
が
新
会
社
を

興
す
形
で
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
の
が
発
祥

と
な
り
、
今
年
で
75
周
年
を
迎
え
ま
す
。

当
時
は
ど
の
よ
う
な
素
材
や
製
品
を
主

に
扱
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

新
谷
社
長

神
戸
支
店
の
メ
ン
バ
ー
が
会

社
を
興
し
た
訳
で
す
が
、
そ
の
際
、〝
さ

新谷 正伸29L E AD E R S  VOI C E
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な
っ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
当
社
に
は
、
職
場
内
の
公
平
性
を

促
進
す
る
べ
く〝（
Ｗ
Ｅ
）女
性
の
成
功
〟〝（
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
）
生
涯
に
亘
る
教
育
開
発
〟

〝（
Ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｔ
ｅ
）
多
世
代
に
よ
る

企
業
文
化
〟〝（
Ｂ
・
Ｅ
・
Ｎ
）
黒
人
従
業
員

の
た
め
の
環
境
醸
成
〟〝（
Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｕ

ｅ
）
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
支
持
す
る
職
場
育
成
〟

〝（
Ｖ
Ｍ
Ｅ
）
退
役
軍
人
の
採
用
維
持
〟
と
い

う
６
つ
の
従
業
員
リ
ソ
ー
ス
グ
ル
ー
プ
（
Ｅ

Ｒ
Ｇ
）
が
あ
り
、
多
様
な
人
々
の
立
場
に
心

を
砕
き
・
尊
重
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
Ｅ
Ｒ
Ｇ
は
、
今
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
香
港
な
ど
、
世
界
中
の
拠

点
従
業
員
が
参
加
す
る
程
の
規
模
と
な
っ
て

お
り
、
当
社
に
於
け
る
寄
付
活
動
を
担
う

ギ
ビ
ン
グ
ナ
ウ
（
Ｇ
ｉ
ｖ
ｉ
ｎ
ｇ
Ｎ
ｏ
ｗ
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
も
提
携
。

　

世
界
中
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
団
体
の
た
め
の

資
金
を
調
達
す
る
な
ど
、
従
業
員
や
そ
の
家

族
を
包
括
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
多
様
性
か

ら
「
学
び
」「
行
動
」
す
る
事
を
重
視
し
て

い
る
点
が
、
我
々
の
独
自
性
の
一
つ
で
あ
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
中
で
、
日
本
法
人
の
規
模
・
体
制

に
つ
い
て
は
。

林
日
本
国
内
の
人
員
規
模
は
約
１
６
０
０

人
で
す
。
約
70
％
が
製
造
部
門
、
残
り
の

30
％
が
セ
ー
ル
ス
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
管
理
部

門
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
オ
ン
セ
ミ
は
、
米
ア
リ
ゾ
ナ
州

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
に
本
社
が
あ
り
、
２
０
２
１

年
（
１
～
12
月
）
の
売
上
高
は
67
億
ド
ル
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
前
年
に
比
べ
約
21
％
増
の
伸

び
を
達
成
し
ま
し
た
。
な
お
従
業
員
は
全
世

界
で
３
万
３
０
０
０
人
で
す
。

　

ち
な
み
に
オ
ン
セ
ミ
グ
ル
ー
プ
の
全
世

界
の
社
員
の
45
％
が
女
性
で
あ
り
、
取
締
役

会
も
20
％
弱
が
女
性
で
、
米
国
で
は
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
従
業
員
数
の
割
合
が
24
％
超
と

製
品
供
給
可
能
な
大
規
模
生
産
工
場
を
構
え
、

同
拠
点
は
オ
ン
セ
ミ
の
国
際
戦
略
の
一
翼
を

担
っ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
渦
中
の
２
０
２
２
年
３
月
、
オ

ン
セ
ミ
日
本
法
人
︵
オ
ン
・
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク

タ
ー
株
式
会
社
︶
の
新
社
長
︵
オ
ン
セ
ミ
日

本
地
区
セ
ー
ル
ス
担
当
バ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン

ト
兼
務
︶
に
林
孝
浩
氏
が
就
任
し
た
。
そ

こ
で
同
氏
に
、
オ
ン
セ
ミ
が
目
指
す
国
際
戦

略
と
日
本
法
人
が
担
う
役
割
を
聞
い
た
。

︵
佃
モ
ビ
リ
テ
ィ
総
研
・
松
下
次
男
︶

持
続
可
能
な
未
来
を
紡
ぎ
、

炭
素
中
立
の
完
全
達
成
へ

オ
ン
セ
ミ
の
業
績
が
快
調
で
す
。
最
近

の
動
向
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

林
ま
ず
当
社
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
お
話
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
オ
ン
セ
ミ
は
世
界
規
模

で
共
通
問
題
と
な
っ
て
い
る
温
室
効
果
ガ
ス

対
策
に
注
力
し
て
お
り
、
２
０
４
０
年
迄
の

〝
ネ
ッ
ト　

ゼ
ロ
達
成
〟
を
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
前
提
に
、
我
々
が
注
力
す
べ
き
自

動
車
領
域
を
俯
瞰
す
る
と
今
日
、
世
界
規
模

で
多
く
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
て
お

り
、
こ
の
課
題
に
対
し
て
我
々
の
技
術
を
駆

使
す
る
事
で
発
生
量
を
削
減
さ
せ
、
よ
り
良

い
社
会
の
実
現
と
次
世
代
産
業
の
創
生
を
目

指
す
べ
く
事
業
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
米
・
半
導
体
大
手
の
オ
ン
セ
ミ
が
、
自
動

車
分
野
で
業
績
を
大
き
く
伸
ば
し
て
い
る
。

電
動
化
や
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
︵
先
進
運
転
支
援
シ
ス

テ
ム
︶
系
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
時
代
が

求
め
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
技
術
の
進
化
に
常
に
歩

調
を
合
わ
せ
、
自
動
車
向
け
製
品
群
を
相
次

い
で
打
ち
出
し
急
成
長
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す
世
界
規

模
の
う
ね
り
も
同
社
の
経
営
を
後
押
し
す
る
。

　
特
に
車
載
カ
メ
ラ
向
け
の
イ
メ
ー
ジ
セ
ン

サ
分
野
や
、
パ
ー
ク
ア
シ
ス
ト
向
け
超
音
波

セ
ン
サ
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
分
野
で
は
、

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
。

　
更
に
次
世
代
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
領
域
で
も
、

プ
ロ
ダ
ク
ト
の
高
度
化
や
新
製
品
開
発
で
積

極
的
な
姿
勢
を
崩
す
事
無
く
、
多
く
の
市
場

セ
グ
メ
ン
ト
に
於
い
て
リ
ー
ダ
ー
役
で
あ
り

続
け
て
い
る
。
例
え
ば
、
よ
り
遠
距
離
を
セ

ン
シ
ン
グ
す
る
た
め
の
車
載
カ
メ
ラ
技
術
分

野
で
も
、
高
解
像
度
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
を
他

社
に
先
駆
け
て
、
逸
早
く
商
品
化
。
先
行
姿

勢
を
示
す
。

　
そ
ん
な
オ
ン
セ
ミ
に
対
し
て
、
自
動
車
産

業
は
１
０
０
年
に
一
度
と
い
う
大
変
革
期
に

只
中
に
あ
る
。
し
か
し
同
社
は
「
よ
り
良
い

未
来
を
築
く
た
め
、
破
壊
的
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
行
く
」
と
積
極
的
な
対

応
を
打
ち
出
し
、
そ
の
手
綱
を
緩
め
る
気
配

を
一
切
見
せ
て
い
な
い
。

　
日
本
へ
も
早
く
か
ら
進
出
。
世
界
各
国
に

林 孝浩30L E AD E R S  VOI C E
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「雑誌＋Web」のクロスメディア体制を採るNEXT MOBILITY［ https://nextmobility.jp/ ］
このページでは、そのWebチームの活動の一端を抜粋・要約した。

純粋に情報発信する手段を考えた時、速度と量でオンラインが勝る一方で、紙は手に馴染むデバイスとしての秀逸さを持っている。
今回、当媒体を手に取って頂いた「縁あるあなた」には、是非とも我々編集部とのインタラクトな関係造りを愉しんで欲しい。

我々は未来に向けて、そのためのメディアのカタチを模索していく。

ンスを施して来た「ルーミー」「ヤリス」「ラ
イズ」等の約10車種を用意。取り扱いの
車種ラインアップも順次拡充して行く予
定。契約期間は2年で中途解約に掛かる
解約金の支払いは不要。月額利用料には、
新車サブスクと同じく自動車保険や税金、
メンテナンス代などの諸経費が含まれる。
支払料金は、契約時に月額利用料と申込
金（月額の約6か月分に相当）を納める

必要があるが、その分、中途解約金の支
払いを不要にし、月額利用料も低コスト
にする。また「KINTO FACTORY」を
通じて技術革新や経年劣化に合わせて
ソフト・ハードの機能やアイテムをタイ
ムリーに反映する事も出来る。利用者対
象者はトヨタモビリティ東京が運営する
KINTO取扱い店舗で納車やメンテナン
スなどを受けられる利用者が対象となる。

ヨタ車のサブスクリプションサー
ビスを展開するKINTOは7月27

日から、東京都を皮切りに中古車のサブ
スクサービスを開始した。これは、同社
が新車のサブスクを始動後3年目を迎え、
利用車両が順次返却される中で保有資産
を有効活用するべく新メニューに加えた
もの。事業エリアは今後、順次拡大する。
対象車種はトヨタ正規販売店でメンテナ

ト

ＫＩＮＴＯ、中古車のサブスクリプションサービスを開始01
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03

コネクテッドサービス利用料も纏められる
初期費用ゼロ・月々定額プラン等のシン
プルな支払い体系であり、オンライン予約
で事前に試乗出来る〝セルフ試乗〟も組
み合わせて、申込みから契約迄の手続き
をオンラインで完結出来る点が特徴となっ
ている。加えて任意だが、自動車保険も
選択出来るようにしたと言う。出産や海外
転勤など一部条件下での「中途解約金免

除制度」も新たに設定された。契約期間
は3年、5年、7年の3パターンの中から好
みに応じて選択可能。車両の点検、車検
整備時には定額費用に含まれる部品交換
を日産販売店の整備士が実施するとして
いる。なお契約年数終了時点の想定価値

（残価）を除いた金額のみを支払う仕組み
のため、手頃な価格で好きな新車に乗る
ことが出来ると謳っている。

産自動車は8月4日、ネット上で
新車注文出来る定額利用サービ

ス「NISSAN ClickMobi（クリックモ
ビ）」の対象車種にEVのリーフとサクラ、
e‒POWER搭載のエクストレイルを追加
した。同サービスは2020年3月に稼働。
車両本体やオプション、車検・メンテナン
ス、税金等の諸費用も月額費用に含む日
産のサブスクリプションサービス。同社の

日

日産自動車、新車の定額利用サービス「クリックモビ」に軽ＥＶなどを追加

る事などで、食料と直接競合しない「第
2世代のバイオエタノール燃料」の製造
技術確立を目指す。なお同技術研究組合
設立に至った背景には、再生可能エネル
ギー電力からの合成燃料。植物の光合成
から生成するバイオエタノール燃料が、気
候変動に係る政府間パネル（IPCC）で有
力な選択肢とされている事にある。そこで
これらの製造上のCO2排出量低減や、社

会実装上の課題を明らかにし、有効な生
産設備を設計・設置・運転し、具体的な
生産システムの効率改善を目指すと謳って
いる。また原料栽培の生産量から製造さ
れる燃料量までを予測可能とするモデル
式も検討する。同技術研究組合の理事長
には、トヨタ自動車の中田浩一氏。本部は
福島県双葉郡大熊町の福島県大熊町イン
キュベーションセンター内に置かれる。

NEOS、スズキ、SUBARU、ダイ
ハツ工業、トヨタ自動車、豊田通

商の6社は、燃料を「つくる」プロセスか
ら効率性を解明する「次世代グリーンCO2

燃料技術研究組合」を7月1日に設立した。
設立の目的は、炭素中立社会実現のため
多様なエネルギー提供の選択肢を実現さ
せる事にある。具体的には、バイオマス利
用や水素・酸素・CO2を最適に循環させ

Ｅ

民間6社でバイオエタノール燃料製造の研究を開始
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温室効果ガスが、地球上の気候変動に与える影響が年々拡大している。その影響のひと
つに自動車のCO2 排出もある。世界が炭素中立を目指す期限は2050年。それまでに自
動車産業は、未来に相応しい姿へと生まれ変わる事が出来るのか。そのための全く新し
い産業を創出し、事業構造を見直して行くための視点と実行力を備えて行かなければな
らない。今回は、そんなグリーン・トランスフォーメーション（GX革命）の未来を追う。

GX
革命
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我
が
国
は
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
、
目
指
す
べ

き
到
達
点
や
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る

べ
く
「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
」

の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

　

そ
の
検
討
に
あ
た
っ
て
、
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
産
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
起
点
と
し

た
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
化
が
論
点
の
ひ
と
つ
に

挙
が
り
、
こ
の
Ｇ
Ｘ
を
テ
ー
マ
に
経
済

産
業
省
は
、
先
の
５
月
13
日
に｢

ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
検
討
合
同
会

合
」
を
開
催
。
同
日
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
に
鑑
み
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給

の
重
要
性
が
再
確
認
さ
れ
、
ア
ン
モ
ニ

ア
や
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
大
の
必
要
性

な
ど
も
指
摘
さ
れ
た
。

　

そ
う
し
た
前
提
を
踏
ま
え
て
内
閣
府

は
翌
月
６
月
７
日
、
経
済
財
政
諮
問
会

議
で
の
答
申
を
経
て
「
経
済
財
政
運
営

と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
２
（
骨
太

方
針
２
０
２
２
）」
を
閣
議
決
定
を
経
て

発
表
し
た
。
そ
こ
で
掲
げ
ら
れ
て
い
る

諸
々
の
政
策
目
標
自
体
は
、
さ
し
て
新

し
い
切
り
口
で
は
無
い
も
の
の
、
骨
太

方
針
２
０
２
２
の
主
題
は
〝
新
し
い
資

本
主
義
〟
と
し
て
い
る
。（
坂
上
賢
治
）

欧
州
Ｏ
Ｅ
Ｍ
各
社
は
、

将
来
の
動
力
源
と
し
て

Ｅ
Ｖ
戦
略
を
採
択
し
た

　

脱
炭
素
化
社
会
を
目
指
し
て
い
た
か

つ
て
の
２
０
１
５
年
の
世
界
は
、「
気

候
変
動
に
関
す
る
国
際
連
合
枠
組
条
約

（
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
）」
の
締
約

国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
）
の
場
で
、
過
去
数

十
年
間
に
亘
っ
て
、
気
候
変
動
対
策
に

係
る
議
論
を
続
け
て
い
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
燃
費
技
術
を
磨
い
て

ＧＸという名の自動車産業改革
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い
た
筈
の
独
・
自
動
車
産
業
界
で
Ｖ
Ｗ

に
よ
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
不
正
が
発
覚
。

　

こ
の
事
件
に
よ
り
同
地
域
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ

各
社
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
戦
略
の
根
本
的

な
見
直
し
を
迫
ら
れ
た
。

　

一
方
、
こ
れ
を
東
ア
ジ
ア
か
ら
眺
め

て
い
た
中
国
は
、
こ
の
機
を
自
国
の
自

動
車
産
業
の
国
際
的
競
争
力
を
高
め
る

好
機
と
捉
え
、
Ｅ
Ｖ
（
電
動
車
）
の
普

及
を
強
力
に
推
進
し
始
め
た
。

　

そ
も
そ
も
こ
の
事
件
以
前
、
欧
州
で

は
得
意
の
内
燃
エ
ン
ジ
ン
の
改
良
で
、

厳
し
い
環
境
規
制
を
乗
り
越
え
る
予

定
だ
っ
た
の
だ
が
、
肝
心
の
デ
ィ
ー
ゼ

ル
エ
ン
ジ
ン
搭
載
車
の
販
売
シ
ェ
ア

は
、
２
０
１
６
年
に
49
％
、
２
０
１
７

年
は
44
％
に
な
り
下
が
っ
た
。
こ
れ
は

２
０
１
４
年
の
53
・
６
％
に
比
べ
、
お

お
よ
そ
10
ポ
イ
ン
ト
減
で
、
既
に
消

費
者
の
「
デ
ィ
ー
ゼ
ル
離
れ
」
は
深
刻

だ
っ
た
の
だ
。

　

そ
こ
で
欧
州
Ｏ
Ｅ
Ｍ
各
社
は
、
悩
ん

だ
末
、
将
来
の
動
力
源
と
し
て
Ｅ
Ｖ
戦

略
を
採
択
し
た
。
当
時
の
各
社
が
こ
の

戦
略
を
選
ん
だ
理
由
は
複
数
あ
る
。

　

そ
の
ひ
と
つ
は
、
Ｅ
Ｖ
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
優
遇
策
の
存
在
だ
。
更
に
環
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Ｖ
Ｗ
、

次
世
代
蓄
電
池
の

製
造
で
欧
州
標
準
を
目
指
す

総
合

　

独
Ｖ
Ｗ（
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
）グ
ル
ー

プ
は
７
月
７
日
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
ザ

ル
ツ
ギ
ッ
タ
ー
に
オ
ラ
フ
・
シ
ョ
ル
ツ
首
相

を
招
き
、
グ
ル
ー
プ
初
と
な
る
車
載
蓄
電
池

の
セ
ル
製
造
工
場
「
ザ
ル
ツ
・
ギ
ガ
」
建
設

の
定
礎
式
を
執
り
行
っ
た
。

　

同
工
場
が
竣
工
し
た
暁
に
、
同
拠
点
か

ら
車
載
バ
ッ
テ
リ
ー
が
出
荷
さ
れ
る
の
は

２
０
２
５
年
。
こ
の
際
、
セ
ル
の
製
造
工
程

に
責
務
を
担
う
の
は
同
社
傘
下
の
新
会
社

「
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
Ｃ
ｏ
」
の
役
割
と
な
る
。

　

新
会
社
は
、
同
拠
点
工
場
の
セ
ル
生
産
管

理
に
加
え
、
製
造
技
術
の
開
発
研
究
、
蓄
電

池
全
域
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
至
る
全
領

域
を
一
貫
管
理
す
る
。

欧
州
域
内
で

最
大
２
万
人
の
雇
用
を
創
出

　

新
会
社
は
、
２
０
３
０
年
迄
の
バ
ッ
テ

リ
ー
関
連
事
業
で
２
０
０
億
ユ
ー
ロ
以
上

（
約
２
兆
７
０
０
０
億
円
）
を
投
資
。
工
場

が
稼
働
し
て
以
降
は
年
２
０
０
億
ユ
ー
ロ
超

の
売
上
高
に
加
え
、
欧
州
域
内
で
最
大
２
万

人
の
雇
用
を
創
出
す
る
。

　

こ
の
稼
働
段
階
で
、
該
当
工
場
の
年
間
生
産

能
力
は
40
Ｇ
Ｗ
ｈ
に
達
し
、
生
産
能
力
は
年
間

50
万
台
の
車
両
に
匹
敵
す
る
規
模
と
な
る
。

　

ザ
ル
ツ
・
ギ
ガ
で
製
造
さ
れ
る
蓄
電
池
は
、

昨
年
「
パ
ワ
ー
デ
ィ
２
０
２
１
」
で
披
露
さ

れ
た
ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド
セ
ル
型
（
共
通
セ
ル
を

使
う
蓄
電
池
）
を
生
産
予
定
だ
。

　

こ
れ
は
Ｖ
Ｗ
グ
ル
ー
プ
傘
下
で
生
産
す
る

８
割
の
Ｅ
Ｖ
（
一
部
の
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
や
特

殊
車
を
除
く
）
が
該
当
す
る
。
同
社
は
統
一

自動車産業を巡る
世界の動きを追う

VWは、新セル工場の定礎式で欧州の未来を守る事を宣言した
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仕
様
に
よ
り
バ
ッ
テ
リ
ー
コ
ス
ト
の
半
分
を

削
減
出
来
る
と
踏
ん
で
い
る
。
ま
た
将
来
的

に
は
、
公
共
電
力
網
向
け
の
大
規
模
蓄
電
シ

ス
テ
ム
開
発
も
計
画
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
昨
年
12
月
に
、
Ｖ
Ｗ
が
車
載
蓄

電
池
事
業
の
独
立
会
社
設
立
を
報
じ
る
前
段

階
か
ら
、
ザ
ル
ツ
ギ
ッ
タ
ー
に
バ
ッ
テ
リ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
を
立

ち
上
げ
る
な
ど
し
て
お
り
、
同
社
が
ザ
ル
ツ

ギ
ッ
タ
ー
を
グ
ル
ー
プ
最
初
の
バ
ッ
テ
リ
ー

ハ
ブ
拠
点
に
し
た
い
と
考
え
て
い
た
事
は
、

前
々
か
ら
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。

最
終
的
に

６
つ
の
セ
ル
工
場
の
稼
働
へ

　

パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
自
体
は
、
２
０
２ 

２
年
後
半
迄
に
１
０
０
０
人
以
上
の
技
術
者

獲
得
を
計
画
、
現
在
は
１
０
０
人
超
の
立
ち

上
げ
メ
ン
バ
ー
が
、
鋭
意
セ
ル
開
発
の
基
礎

研
究
に
取
り
組
む
。

　

な
お
未
来
の
Ｖ
Ｗ
ブ
ラ
ン
ド
を
支
え
る
蓄

電
池
の
製
造
計
画
で
は
、
最
終
的
に
６
つ
の

セ
ル
工
場
を
稼
働
さ
せ
、
合
計
で
２
４
０
Ｇ

Ｗ
ｈ
の
生
産
能
力
の
構
築
を
計
画
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
今
回
の
ザ
ル
ツ
ギ
ッ
タ
ー
を

皮
切
り
に
、
ス
ペ
イ
ン
・
バ
レ
ン
シ
ア
に
欧

州
２
拠
点
目
の
セ
ル
製
造
工
場
が
建
設
さ
れ

る
。
加
え
て
同
域
内
３
拠
点
目
の
建
設
も
検

討
中
だ
と
言
う
。

　

ま
た
こ
れ
ら
工
場
の
一
部
は
、
予
て
よ
り

Ｖ
Ｗ
と
連
携
中
の
ノ
ー
ス
ボ
ル
ト
な
ど
の

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
も
連
携
す
る
。

　

更
に
そ
の
後
は
、
欧
州
域
の
枠
を
超
え
、

北
米
で
ギ
ガ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
建
設
す
る
計

画
も
模
索
し
て
い
る
。

　

た
だ
蓄
電
池
に
係
る
〝
垂
直
統
合
的
な
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
〟
を
目
指
す
こ
の
取

り
組
み
は
、
基
礎
的
な
調
査
・
研
究
に
始
ま

り
、
蓄
電
池
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
も
傘
下
に
包

括
し
て
行
く
事
に
繫
が
る
た
め
、
投
下
コ
ス

ト
を
無
駄
に
増
加
さ
せ
る
。

　

そ
れ
で
も
Ｖ
Ｗ
が
、
こ
れ
だ
け
強
い
意
欲

を
持
ち
続
け
て
い
る
理
由
は
、〝
他
社
を
巻

き
込
ん
だ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
頼
る
事
〟
を
良

し
と
し
な
い
大
手
完
成
車
メ
ー
カ
ー
独
特
の

想
い
（
手
の
内
化
の
実
現
）
を
反
映
し
て
い

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

欧
州
自
動
車
産
業
界
で

大
き
な
節
目
の
日

　

定
礎
式
に
参
列
し
た
オ
ラ
フ
・
シ
ョ
ル
ツ

独
首
相
は
「
こ
の
日
は
、
欧
州
自
動
車
産
業

界
に
と
っ
て
大
き
な
節
目
の
日
で
す
。

ド
イ
ツ
の
地
で
Ｖ
Ｗ
は
持
続
可
能
で
あ
り
な

が
ら
も
伝
統
あ
る
欧
州
地
域
と
も
調
和
出
来

る
姿
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

我
々
は
彼
ら
（
Ｖ
Ｗ
）
と
共
に
、ザ
ル
ツ
ギ
ッ

タ
ー
で
地
球
の
未
来
に
大
き
く
貢
献
す
る
た
め

ザルツギッター工場の定礎式に参列したオラフ・ショルツ独首相（写真中央）

67



京都のファブレスEVメーカー、フォロフライ（小間裕康CEO）は、昨年10月に日本の完成車メーカーとして、国外生産

の1トンクラスのラストワンマイル商用EVでナンバー交付を受けた。同社は現在、普通時自動車免許で運転出来る最大級

の積載量を確保したバンタイプの「EV F1 VAN」と、平ボディタイプの「EV F1 TRUCK」を国内運送事業者へ提案して

いるが、先の7月、公益財団法人 日本自動車輸送技術協会（JATA）の環境配慮型先進トラック・バス導入加速事業の

補助金対象車両に認定された。車両価格はEV F1 VANで410万円（税抜き）、そこから最大88万4,000円が補助される。

目下、販売は大手総合商社の丸紅が正規代理店として展開中だ。今後は出荷数を23年から拡大させ、26年には数千台

規模を目指す構え。同社は日本国内では数少ないＥＶベンチャーであり、かつてのGLM時代の活躍を踏まえ、物流業界に

於いても車両提供というハードウエア販売の枠を超えた新たな物流ソリューション企業を目指して貰いたい。（坂上 賢治）

お問い合わせ
本誌購読のお申込みとお問い合わせ、並びに宛先・お電話番号等の変更、
乱丁・落丁本のお取り換え、本誌掲載記事に関するお問い合わせ、広告
掲載のお問い合わせは、〒100-0006  東京都千代田区有楽町1-2-2　東
宝日比谷ビル18Fの受注センター／／販売部（TEL：03-5501-0020　
FAX：03-3591-1732、平日10時から17時）までお寄せ下さい。

また当社では、より良い誌面作りのため、随時アンケート方式で調査を行っ
ておりますため、ご協力頂きたくお願い申し上げます。また当社では広告主
の依頼により、ダイレクトメールで広告情報をお届けすることがございます。
これらのダイレクトメールは当社の個人情報保護方針に則り、読者の皆様
の個人情報を広告主には一切開示せず、当社管理のもとでご発送致します。
広告情報が不要の場合は、弊社読者窓口（TEL：03-5501-0020　
FAX：03-3591-1732、平日10時から17時）までご一報下さい。
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本誌連動Web媒体「NEXT MOBILITY（随時更新）」

https://nextmobi l i ty. jp/ 

本誌・Web媒体共に発行著作Ⓒ株式会社J2 COMPLEX

未来をつかむ自動車ビジネス誌

GX（グリーントランスフォーメーション）は、カーボンニュートラル（炭素中立）の実現を到達目標に社会システムを変革す

る取り組みを指す。そのカーボンニュートラルとは、二酸化炭素・メタン・一酸化二窒素・フロンガスなどの温室効果ガスの

排出量と吸収量を均衡させる事。真の理想は排出量ゼロだが持続可能な経済活動を継続するため排出分を植林等の吸収

量増などで相殺させる仕組みだ。そのために産業革命以降の温度上昇を1.5度以内に抑える努力目標が掲げられ、同目標

の達成を目指し2030年迄に2010年を水準とした約45%分、2050年迄に温室効果ガスの排出量を実質ゼロにしなけれ

ばならない。自動車産業に於いては目標実現の最短手段としてEVへの注力を促している。
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